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多様な音色とリズムやテンポが出せるのです。

そして強く打つように見せて小さくて繊細な音

を出したり、逆に軽く打つように見せて、ポー

ンと大きな響く音を出したりと、手によるさま

ざまな技を使っています」

　私たちの目も耳も釘付けにする堅田さんの手

色は、多様な技に裏打ちされていた。それが可

能になったのも、異色の経験があったからこそ

と話す。

「40年前の僕が一番生意気盛りの頃には、やっ

てはいけないよって言われたことは、何として

もやりたかった。もともと僕はジャズが好き

だったこともあり、ジャンルを越えて多くの音

楽家と演奏をした。結局技術的にできないと言

われていたこと、伝統的にやってはいけないと

言われていたことは全部やった(笑)。いつも師

匠や先輩には怒られていたけど、この若い時に

無理難題をこなしてきたことで表現力を鍛え、

演奏に広がりと深さを与えた。これが今に生き

ています。これからも僕なりの囃子を極めて、

多くの方に楽しんでもらいたい。そして、人間

国宝をいただいた時に天皇陛下が僕に直々に

“お囃子の素晴らしさを是非海外に伝えて欲し

い”と仰いました。その仰せに従って、世界中

に囃子の魅力を伝えていくつもりです」

打つときの手の動きによって
音にさまざまな余韻が生じ
日本的な感情と生命を音色に与える

PROFILE　1935年東京生まれ。九世望月太左衛門の次男。十六歳で
長唄囃子方に専念すべく、伯父の三代堅田喜惣治について修行し、舞
台をつとめながら鳴物の修業を重ねる。1953年18歳で三代堅田喜三
久を襲名。長唄の舞台や歌舞伎の出囃子のほか、ポピュラー、クラシッ
クの演奏にも参加。1990年芸術選奨文部大臣賞。1999年重要無形文
化財長唄鳴物保持者（人間国宝）。
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名匠インタビュー
［異色の経験に鍛えられた手色］

Kisaku Katada
長唄囃子方

「手色」という言葉があったそうだ。「打つ調子」

という意味で、義経記では鼓の名手を指したり、

妙なる音色を表す言葉として使われている。長

唄鳴物の世界で、伝統を守りながらもジャンル

を越えて囃子の魅力と可能性を追求してきた堅

田喜三久さんの手色は、圧倒的だ。リズミカル

で迫力のある音。鼓を打つ手は素早く軽やかに

動き、まるで音に合わせて手が踊っているよう

に見える。その「手色」の原点を探るべく、堅

田さんに囃子の魅力について伺った。

「そもそも囃子とは“にぎやかに囃し立てる”

という音楽。小鼓、大鼓、太鼓、笛の四楽器を

総称して四拍子と呼びますが、主に打楽器で音

楽のリズムを高調させます。囃子の魅力は音色

の正確さというのが第一にありますが、打つ時

の手の動きと加減によって振動に変化を呼び、

音にさまざまな余韻が生じます。この余韻こそ、

いかにも日本的な細やかな感情の機微を醸しだ

すのです」

　堅田さんの鼓を打つ手さばきの美しさ、そし

て打楽器にもかかわらず響きわたる豊かな音色

は、どこからくるのだろうか？

「僕はそもそも左利きです。鼓は右手で打って、

左手で操作します。左手は鼓を支えているだけ

だと思っている方が多いのですが、実は左手が

一番重要な役割です。右手で打った瞬間に左手

を緩めたり締めたりして、力加減とタイミング

で音色をさまざまに変えています。僕は左利き

だったからこそ人の半分の年月で修行が済んだ。

左利きだからこそ、手の動きを駆使して、多種

PROFILE　1980年東京生まれ。音楽家の両
親の下に生まれ、９歳のときにニューヨークに
移住。16歳のとき、透明感のある声に注目され
て、父の坂本龍一（母は矢野顕子）とのコラボ
レーションでデビュー。その後ソロ・デビューを
果たし、多くのアルバム、シングルを発表。音楽
活動以外にラジオのパーソナリティー、テレビ
のナレーションなど美声を生かしての仕事も
多い。また、動物愛護活動にも熱心で、愛ネコ
の「サバ美」も元野良の保護ネコ。

　高校生の頃はグラフィック・デザイナーを目

指していました。当時から強い色よりは淡い色

のグラデーションに惹かれていた。何色って

はっきり言えない色のグラデーションが好き

だったんです。

　日本語って色を表す語彙がすごく多いですよ

ね。グラデーションの中にあるなんとも言えな

い色にすごく美しい名前がつけられている。

ニューヨークで育ったからこそ、日本語のそう

いうところが美しいなあといつも私は思ってい

ました。

　デビューしてずっと、アーティスト・イメー

ジはCDのジャケットなども含めてモノトーン

や暗い色だったりしました。それが変わってき

たのがデビューして10年も経った頃。『ZOY』

というアルバムで初めて淡いパステルの色彩を

ジャケットに使い、それ以降はピンクだったり

真っ青だったりと、とてもカラフルなイメージ

になっていきました。

　それまで、自分の歌で強く自己主張するとい

うことをしたくなかったし、避けていた。自分

を出すのではなく、音楽という崇高なものの源

泉みたいなところに無私で沿いたいという欲求

があったんですね。

　ところが、音楽を作る動機が変わって、そう

いう意識も変化した。その頃、自分の音楽で人

の役に立ちたいという欲求が生まれたんです。

デビューから10年たった頃は、実は自分が音楽

をやる意味を見失っていて、なんのために歌っ

ているんだろうという迷いの時期でした。自分

の音楽で誰かの役に立ちたいという新しい目的

を見つけて、自然と歌もイメージもカラフルに

なっていったんです。

　私の歌声は「透明感がある」と言っていただ

くことが多いんです。

　でも、透明だからメッセージがないわけじゃ

ない。透明は無色じゃなくて透明色という「色」

だと思う。透明な水が空を映して青く見えるよ

うに、いろんな音やメッセージをちゃんと映し

出したり、逆に反発したりという色であるべき。

私はそんな自分の声を、きちんと芯のある透明

色にしたいと思って歌っています。

人の役に立ちたいという欲求が、私に色を与えた
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［芯のある透明色でありたい］

Miu Sakamoto
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